
                                  

森
林
技
術
・
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、

全
道
を
活
動
エ
リ
ア
と
し
て
、
地

域
で
求
め
ら
れ
る
林
業
技
術
の
開

発
・
普
及
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

今
回
は
、
盛
夏
期
の
厳
し
い
気

象
条
件
下
で
行
わ
れ
る
下
刈
り
作

業
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
行
わ
れ

て
き
た
「
地
際
刈
」
よ
り
も
簡
素

な
「
高
足
刈
」
の
効
果
に
つ
い
て

紹
介
し
ま
す
。 

取
組
の
背
景 

下
刈
作
業
は
、
植
栽
木
の
健
全

な
生
育
を
図
る
上
で
重
要
な
保
育

作
業
で
す
が
、
他
の
作
業
が
高
度

に
機
械
化
さ
れ
る
な
か
で
最
も
省

力
化
が
難
し
く
、
現
在
で
も
夏
期

の
気
象
条
件
の
厳
し
い
な
か
で
の

刈
払
機
を
使
用
し
た
人
力
作
業
が

主
体
と
な
っ
て
い
ま
す
。
人
工
林

資
源
の
充
実
に
よ
り
主
伐
再
造
林

の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
な
か
、
初

期
成
長
に
優
れ
た
苗
木
の
導
入
に

よ
る
下
刈
回
数
の
削
減
や
、
重
機

等
の
導
入
に
よ
る
省
力
化
に
向
け

た
取
組
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
ま
だ
当
面
は
人
力
作
業
が
主

体
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま

す
。 

地
際
刈
と
高
足
刈
の
違
い 

「
地
際
刈
」
は
、
植
栽
木
周
辺

の
草
本
類
を
地
際
か
ら
潔
癖
に
除

去
す
る
、
こ
れ
ま
で
行
な
わ
れ
て

き
た
下
刈
方
法
で
す
。 

こ
れ
に
対
し
て
「
高
足
刈
」
は
、

草
本
類
の
先
端
部
（
地
際
か
ら
30

㎝
～
50
㎝
以
上
の
部
分
）
を
刈
り

払
う
こ
と
に
よ
り
、
植
栽
木
の
先

端
部
を
中
心
と
し
た
光
環
境
を
整

え
る
下
刈
方
法
で
す
。 

高
足
刈
の
効
果
と
留
意
点 

「
高
足
刈
」
に
つ
い
て
、
以
下
の

効
果
等
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。 

【
効
果
】 

 

・
植
栽
木
の
成
長
は
、
地
際
刈
と

同
程
度
以
上
の
効
果
が
期
待
。 

と
り
わ
け
伸
長
成
長
が
優
位
。 

・
作
業
功
程
は
、
地
際
刈
よ
り 

１
～
３
割
向
上
。 

・
苗
木
の
損
傷
リ
ス
ク
は
、
地
際

刈
と
同
程
度
。 

【
留
意
点
】 

・
足
下
の
視
認
性
に
劣
る
（
転
倒 

リ
ス
ク
に
留
意
す
る
必
要
） 

こ
れ
に
よ
り
、
現
在
行
わ
れ
て

い
る
潔
癖
な
下
刈
は
、
植
栽
木
の

健
全
性
の
確
保
の
観
点
か
ら
は
特

に
求
め
ら
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ

と
が
判
り
ま
し
た
。 

ま
た
、
高
足
刈
の
効
果
は
、
将

来
の
下
刈
作
業
の
機
械
化
や
、
そ

の
作
業
方
法
の
確
立
に
も
役
立
つ

も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。 

森林技術・支援センター 

高足刈の作業の様子 


